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外国語指導助手
クラークの Happy Column

◆
手
芸
（
木
目
込
み
、
押
し
絵
）
が
お
得
意
で
、
講
師
と
し
て
他
地
域
へ

出
か
け
ら
れ
、
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　４
年
前
の
冬
に
、
ま
ち
協
事
務
長
さ
ん
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
か
ら
冬
季
間
に
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
、
手
芸
講
習
会
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
市
販
の
キ
ッ
ト
を
使
っ
た
作
品
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

一
冬
に
４
回
程
行
い
、
み
な
さ
ん
が
仕
上
げ
た
作
品
は
、
そ
の
地
域
の
文

化
祭
に
出
展
し
て
い
ま
す
。
作
品
数
を
こ
な
さ
れ
る
度
に
上
達
さ
れ
、
難

度
の
高
い
作
品
に
も
挑
戦
さ
れ
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

◆
指
導
者
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
ご
自
身
で
も
絵
画
を
楽
し
ん
で
お
ら

れ
ま
す
ね
。

　以
前
、
日
南
町
美
術
館
で
入
澤
俊
夫
先
生
（
故
）
の
「
水
彩
画
教
室
」

が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
自
宅
に
絵
画
を
飾
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
買
っ
て
ま
で
飾
る
こ
と
は
無
理
な
の
で
、
そ
れ
な

ら
自
分
で
描
い
て
飾
ろ
う
と
挑
戦
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　そ
の
後
、
平
成
13
年
に
「
大
人
た
め
の
ク
レ
パ
ス
画
教
室
」
が
始
ま
っ

た
時
に
主
催
者
か
ら
参
加
を
勧
め
ら
れ
て
以
来
、
参
加
を
続
け
て
い
ま
す
。

◆
ク
レ
パ
ス
画
の
難
し
い
と
こ
ろ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

　ク
レ
パ
ス
画
教
室
で
基
礎
を
習
い
、
重
ね
塗
り
等
の
技
法
の
指
導
を
受

け
名
画
の
模
写
を
し
ま
す
が
、
一
色
の
み
で
描
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　色
の
出
し
方
が
難
し
く
、
中
々
思
う
よ
う
な
色
が
だ
せ
ま
せ
ん
。

◆
今
ま
で
描
か
れ
た
作
品
で
自
身
の
お
気
に
入
り
を
教
え
て
下
さ
い
。

　数
年
前
に
描
い
た
「
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
」
の
模
写
で
す
。
わ
り
と
す
ん
な

り
描
け
て
、
自
分
で
は
出
来
が
良
か
っ
た
と
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら
挑
戦
し
て
み
た
い
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

　粘
土
細
工
（
花
等
）
の
作
品
作
り
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。

＊
手
芸
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
外
の

方
と
交
流
し
な
が
ら
楽
し
く
丁
寧
に

指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

　又
、
手
芸
の
他
に
も
絵
画
が
お
得

意
で
セ
ン
ス
が
よ
く
、
器
用
に
ク
レ

パ
ス
画
も
上
手
に
仕
上
げ
ら
れ
ま
す
。

「
大
人
の
た
め
の
ク
レ
パ
ス
画
教

室
」
で
は
、
一
番
の
ベ
テ
ラ
ン
さ
ん

だ
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
お
元
気
で
、
益
々
ご
活
躍

下
さ
い
。

72
No.

社
会
教
育
推
進
だ
よ
り

　Thank you for your readership over the last two 

years. This is my final column as I will be concluding 

my time on the JET Program around the end of July. 

I want to thank everyone who has supported me 

here over the last two years, and I am grateful to all 

the people who have helped me edit my column. 

Living and working in Nichinan has been an incredible 

learning experience, and I am honored to have had 

the opportunity to serve as your ALT.

　Through my two years of working as an ALT in 

Nichinan, I’ve concluded that communicating 

successfully in a foreign language is not only about 

learning vocabulary and grammar, but also about 

cultivating a positive and proactive mindset towards 

communicating with others. 

　In the English conversation classes that I held this 

year, I often proclaimed this phrase to my students: 

“Loud voice, eye contact, and smile!” My goal with 

this phrase was to foster in my students a positive 

attitude towards communicating by encouraging 

them to speak audibly, make eye contact, and smile 

when conversing. The more my students practiced 

doing these things, the more comfortable they felt to 

interact with others in English!

　Soon, a new JET Program ALT will be coming to 

Nichinan, and I definitely encourage you to try 

reaching out to them. Even if you are not confident 

in your English language ability, being positive and 

doing your best to try to communicate is enough for 

a good start. Just remember̶loud voice, eye 

contact, and smile!

　この２年間、私のハッピーコラムを読んでいただ

いて、ありがとうございました。７月の下旬にJETプ

ログラムの任期を終えるので、今回のコラムで最後

となります。この２年間の滞在中に、お世話になっ

た方々、またハッピーコラムを丁寧に編集してくだ

さった方々に感謝の意を伝えたいです。

　日南町に住むこと、そして働くことは私にとって

大きな学びとなりました。ALTとして日南町に少し

でも貢献することができて光栄です。

　ALTの経験を通して確信したのは、外国語でコ

ミュニケーションをうまくとるためには語彙や文法

を学ぶことだけではなく、相手とコミュニケーショ

ンを取ろうとする積極的な気持ちを育てることが大事

だ、ということです｡

　今年、私が行った英会話教室では、生徒たちにこ

の合言葉を毎回伝えておきました：｢Loud voice, eye 

contact, and smile!」(大きな声、アイコンタクト、そ

して笑顔)。その合言葉の目的は、相手とのコミュニ

ケーションに対して積極的な気持ちをつくることで

した。合言葉を胸に、英会話の練習をすればするほ

ど、英語でコミュニケーションをとることに慣れ

て、生徒たちはどんどん会話ができるようになりま

した。

　そろそろ、新しいJETプログラムのALTが日南町に

来られます。是非声をかけてみて下さい。たとえ英

語の能力に自信がなくても、積極的にコミュニケー

ションをとれば、きっといいスタートになると思い

ます！「大きな声、アイコンタクト、そして笑顔」

の合言葉を忘れずに・・・

町
内
で
手
芸
指
導
を
さ
れ
、
ま
た
個
人
で
も
絵
画
を

楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
高
柴
玲
子
さ
ん
（
阿
毘
縁
）
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。


